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第２３１５例会（2019・11・15）報告
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１．点 鐘
２．ロータリーソング
３．来訪者紹介
４．米山奨学金贈呈
５．会長の時間
６．幹事報告

７．食 事
８．委員会報告
９．卓 話 NPO法人キッズバレイ

代表理事 星野麻実様
１０．点 鐘
１１．ロータリーソング 例会終了後例会運営委員会開催

◆ビジター
ＮＰＯ法人キッズバレイ 代表理事 星野麻実様
米山奨学生 グエン･ドゥック･ヒエウ君

◆米山奨学金贈呈

グエン･ドゥック･ヒエウ君

１１月分の米山奨学金
を贈呈しました。

◆会長の時間 新木会長
１．先々週の「とまり木」に続き本日の卓話は、地域で
多種多様なボランティア活動を行っているＮＰＯ法人キ
ッズバレイの星野麻実様をお迎えしております。

２．次週はクラブ細則の改正、項目は年次総会と例会出
席について、皆様に審議して頂く事になっております。
成る可く欠席の無いようお願い致します。

３．１４日(木)にチハヤチャリティゴルフコンペが太田双葉
カントリークラブで開催されました。社会奉仕活動と
して中野パスト会長、下井田パスト会長、野村会員ご
夫妻、塚本会員、青山ゴルフ部長、中里副部長、堀江
会員の８名が参加されました。

４．同じく１４日(木)の午後６時から、第２分区Ａ新会員
セミナーが桐生プリオパレスで行われました。これは
今回が初めての試みです。当クラブから会長幹事、唐
澤君･中里君･越塚君･清水君･新島君･堀江君･木村君の
９名が参加しました。トレーナーには地区研修副委員
長の松島宏明君が務め、有意義な集まりでした。

◆幹事報告 山形幹事
◇本日例会終了後、例会運営委員会を１Ｆで行います。
◇ハイライトよねやまvol.236が配信されました。(各テーブルに配布)
◇家住パスト会長から柿をたくさん頂きましたので欲し
い方はお持ち帰り下さい。

◇下記のものが届いております。
・藤岡ＲＣより少年少女合唱団群馬フェスティバルのご案内
・栃尾ＲＣより先週訪問のお礼状

・桐生商工会議所より会頭就退任のご挨拶状
◇例会変更のお知らせ
桐生南ＲＣ 12/4(Ｂ方式)､12/11､12/18 他３ＲＣより

◇クラブ会報が到着しています
桐生ＲＣ 10/７､10/21･28 桐生赤城ＲＣ 11/5

◆食事メニュー ９８０キロカロリー
魚介マリネサラダ、茄子と豆腐の麻婆ソーズ煮、
フォーと厚揚げのスープ、香の物、白飯

◆委員会報告
□クラブ運営委員会
◇出席報告 東郷(学)出席担当
会員総数５６名 （出席免除者１１名の内８名出席の為）
出席率対象者５３名、 出席率対象者出席人数３７名
欠席者１６名(内前メイク９名) 出席率８６.７９％
前々例会修正出席率９２.１６％ (最終欠席者４名)

□拠金委員会
◇ニコニコＢＯＸ 中里ニコニコＢＯＸ担当
キッズバレイの星野麻実様､卓話宜しくお願いします

新木君､井本君､奧村君､近藤君､乾君
チハヤチャリティゴルフコンペ参加の皆様お疲れ様で
した 青山君
ゴルフ部長､副部長さん､大変お世話になりました 中野君
昨日はチハヤゴルフ頑張りました｡青山さん､塚本さん､
中里さん､ありがとうございました 堀江君
先日はお見舞いをありがとうございました｡お陰様で
復旧致しました 浦野君
桐生第一高校､太田高校､両校ラグビー部の検討を讃え
て！ 山形君
良い天気が続きますがこれから寒くなります｡要注意
です 正田君
インフルエンザワクチン接種始めました｡療育センター
きぼう 野田君
乾さんの夢を見ました 天沼君

◇ロータリー財団 加藤ロータリー財団担当
キッズバレイの星野麻実様､卓話ありがとうございます

新木君､井本君､浦野君､乾君､
近藤君､野田君､山形君

野村さん大変お世話になりました 青山君
青山さん､中里さん､大変お世話になりました 中野君
昨日勉強ためになりました 堀江君

次ページへ続く
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息子家族が嘔吐下痢症になりました｡ウイルスが強い
ので罹らない様にしたいです 奧村君

◇米山ＢＯＸ 坂口拠金委員
キッズバレイの星野麻実様､卓話楽しみです

新木君､井本君､近藤君､青山君､山形君
ゴルフ次も頑張ります 堀江君
青山さん､中里さん､昨日は大変お世話になりました 中野君
先日は心温まるお見舞いをありがとうございました 浦野君
桜を見る会来年は中止だそうで残念だなぁ 野田君
今日１１月１５日は七五三です｡７才５才３才の子供の成長
を祝う日本の年中行事であり神社などで｢七五三詣｣を
行い報告感謝祈願を行う奉告祭です 奧村君

卓 話

ＮＰＯ法人キッズバレイ

代表理事

星野麻実様

「子どもたちに誇れる
地域の未来をつくる」

皆様こんにちは。お招き頂きましてありがとうござい
ます。本日はキッズバレイの活動について、そして私が
何故この様な活動を始めたのかをお話させて頂きます。
私達は、子ども達に誇れる地域の未来をつくる為に、

何を今すべきなのだろうか等、問いかけながら取り組ん
でいます。それには目先の利益だけでなく中長期的な目
を持って活動して行くこと、地域の多様な大人達が関わ
って子ども達がのびのびと成長していく環境をつくって
行くことだと思っています。
そして３つのビジョンを掲げています。
１．地域みんなが子ども達の応援団に
２．何度もチャレンジできる環境づくり
３．お互い様と言い合えるコミュニティづくり
ここで、この様な考えに至った経緯についてお話させ

て頂きます。私は笠懸の自宅から桐生女子高校に通って
バレー部に入っていました。そんな中で世の中の矛盾や
格差に疑問を抱き国際協力を目指したいと思いました。
それを身近な大人に相談すると、「先ずは東京の大学に
行って勉強したら」と勧められ法政大学に進学しました。
大学では国際関係のゼミに所属し、部活はラクロス部に
入部しました。ゼミでは色々な情報が入ってきますが、
自分の考えを述べる難しさに直面しました。また、部活
では４年生の時に主将なり、低迷していたチームを日本
一を目指す気概のあるチームに押し上げることが出来ま
した。
そして就活の時期を迎えます。国際協力やボランティ

ア等と言っても、先ずは自分で稼ぐ経験とお金の大切さ
を知ること、そして自分を成長させ切磋琢磨できる環境
に身を置きたいと思い、不動産のデベロッパーの仕事に
就きました。ただ時期が悪く、勤めて２年目でリーマン
ショックの煽りを受け、早期退職の道を選んで群馬に帰
ってきました。その時に感じた事は、まだ桐生を離れて
２年しか経っていないのにとても衰退した様に思いまし
た。地元で就きたい仕事は見つからず再び東京に行き、
今度は自分のやりたい事を見つけて就職先を選ぼうと決
意し、それが『教育』で「成長」や「頑張る人を応援す
る」というキーワードでした。双方向でアクティブ、探
求型学習のプログラムを提供する会社に就職し、全国各
地の中学校･高校をまわっていました。ここで教育の大
切さや機会によって子ども達が変われる事に気づきまし
た。教える事よりもステージをつくれば、子ども達は必
然的に変わる事ができると実感したのがこの時でした。

この様な時に東京で３．１１の震災に遭いました。地震
の翌週、満員電車で人を押しのけて職場へ行く人々をみ
て東京での生活や働き方に疑問を抱きました。何か自分
にできる事をしたいと思い、それで桐生での活動を始め
仲間と共にキッズバレイ設立に至りました。私が２６才
の時でした。
この時、子ども達が可能性を花開かせる地域を作って

いきたいと思いました。そして私みたいに「こんな田舎
にいても仕方ない」と思って出て行ってしまわない様な、
若者が帰って来られる様な地域にしたいと思って始めた
のがこの団体です。
事務所は東武ビル１Ｆ「cocotomo(ココトモ)」を拠点

にしています。それでは主な具体的な活動を紹介します。
「地域みんなが

子ども達の応援団
になって行こう」
という事で、地域
の大人に市民先生
になって頂いて子
ども達に色々な体
験の場をつくって
います。これを通じて子どもが家と学校の往復だけでな
く、家と学校と地域の３つの居場所が持てる様にしまし
た。アイスクリーム屋さん体験、保護者の方にも参加し
て頂いて流しそうめん、黒保根村で田植え体験等色々な
体験活動を行っています。
また、無料学習支援と

して、毎週木曜日の６時
から８時半迄、群馬大学
生に小中学生の宿題をみ
てもらっています。今、
年間６００名位の子ども達
が参加しています。
次に「何度でもチャレンジできる環境づくり」ですが、

商店街にコワーキング＆コミュニティスペースを開設し
て創業支援、座談会、マッチングなど、色々な出会いの
場を作っています。

そして３つ目「お互
い様と言い合えるコミ
ュニティづくり」とい
う事で、子育て支援や
ママ達のネットワーク
づくり、お父さん達の
居場所づくりなど中心
に活動しています。

また、ＦＭ桐生で「kira ☆ままタイム」という番組を
やっていまして、ゲストに働くママ達を迎えて色々なお
話を紹介しています。更に、桐生市の委託を受けてキノ
ピーランド(屋内遊技場)の運営を行っています。その他
にも桐生の商品を紹介するカタログギフトや黒保根のお
米を田植え稲刈りセットで販売する事業、桐信さんと一
緒に中小企業の経営課題への挑戦販路拡大プロジェク
ト、フリーペーパーの構成や配布のお手伝い、清掃業務
等も行っています。
私達は非営利でありながらも有償で給料を支払う職員

もおります。１６名のスタッフに理事を合わせて２０名規
模になります。一番大切にしていることは色々な事業の
繋ぎ役になって行くことです。そこで行動指針として特
に重要視していることは、「対立よりも協働を選択する」、
「夢を語り未来を描く」、「情熱を傾けられることを大切
にする」を心に留めて活動しています。
最後に今「ＳＤＧ ｓ」(持続可能な開発目標)を色々な

場面で見聞きされていると思います。特にこの中の「パ
ートナーシップで目標を達成していこう」という項目が
私達の役目だと思っています。「キッズバレイに相談し
たら新しい発想が得ることができた」と言ってもらえる
ようなＮＰＯに成長して行けたらと思っています。
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ラ イ ラ 研 修 報 告

（１１月８日第２３１４例会）

ライラ研修生
桐生西ＲＡＣ会計

メアス・
チャンソヴァンヴォレアク様

ライラ研修が１０月１９
～２０日(土日)に上州藤
岡諏訪神社で開催され
ました。ホストクラブ
は藤岡南ＲＣでした。
ライラは、 Rotary

Y o u t h L e a d e r s h i p
Awards の略で、ロー
タリー青少年指導者育
成プログラムです。
１４～３０才の若者を対
象に、楽しみながら「リ
ーダーシップ」と「新
しい友情」、そして「良
い人格」を育むことを目的にして行われています。
今回は、桐生西ＲＡＣから８名が参加しました。
１日目のプログラムは、９時に開会し、開校式後ワー

クショップを行いました。内容は『もっと気楽に楽しく
ボランティア活動』という事で、「笑顔で居ると良い事
が起きる」（作り笑いでも良い）という事です。また、
ボランティアは人の為で無く、笑顔のトレーニングの場
という事で、１００％の笑顔の作り方を学びました。①口
角を上げる ②歯を見せる...口は開かない ③目を細める。
この３つがポイントだそうです。
昼食を挟

んで、『ロ
ータリーの
理念』奉仕
（ボランエ
ィア）と夢
の実現につ
いて学びました。これは若者に期待されています。夢の
見つけ方は、まず自分を知り、社会を知って、夢を考え
ます。その時たくさん書き出して、絞って行くそうです。
ワークショップの後、夕食、その後、レクリエーショ

ンとしてホットヨガを行いました。楽しかったです。
そして、バスで宿泊先の八塩温泉に向かい、自由行動

や夜食を楽しみました。
２日目は、朝６時半起床、散歩は雨の為中止になり、

朝食後バスで再び諏訪神社へ移動して、ワークショップ
を行いました。ここでは『ファシリテーション』を学び
ました。ファシリテーションとは集団活動のスムーズな
進行と楽しくて成果を出す働きを意味します。先ず人は
どの様な原因で行動するかを学びました。①楽しい時に
動く ②雰囲気で動く ③褒められると動く ④身の丈で動
く ⑤スキルを身に付けると動く、此れ等が人間の５つ
の行動原理だそうです。
ライラ研修を通じて本来の目的、「リーダーシップ」、

「新しい友情」、「良い人格」を学ぶ事ができ修了証も頂
きました。参加させて頂き、ありがとうございました。

世界ポリオ根絶推進活動大きな前進
世界ポリオデーの１０月２４日、ロ

ータリーとパートナー団体による
世界ポリオ根絶推進活動（GPEI）は、
「ポリオのない世界」という究極
の目標に向けて、また一歩、大き
な前進を遂げました。この日、３
型の野生型ポリオウイルス株の根

絶が発表されました。
この歴史的な発表は、世界ポリオデーにロータリ

ーが世界各地で配信した特別プログラムの中で、世界
保健機関（WHO）のテドロス・アダノム事務局長が
行いました。同氏は、３型ウイルス株による発症が
2012年11月にナイジェリアで検知されて以来報告され
ておらず、専門家から成る独立委員会が、この種類の
ウイルス株が世界的に根絶されたことを結論づけたと
述べました。２型ウイルス株は、2015年に既に根絶が
宣言されています。
「これにより、残るは１型の野生型ポリオウイルス

だけ」とテドロス･アダノム氏は述べ、ポリオフリー
の世界の実現に向けたこれまでのロータリーの尽力に
言及しました。
また、自己満足が最大の敵だと指摘し、「最後の一

押しのために２倍の努力で臨んでいただきたい」と激
励のメッセージを寄せました。 （rotaryウェブサイトより）

Ｒ財団補助金管理セミナーに出席
ロータリー財団補助金管理セミナーが１１月９日(土)

１１時４５分からの昼食後、午後１時～４時３０分まで伊勢
崎プリオパレスで開催されました。
当クラブから、地区補助金委員の髙森勉君、新木明

夫会長、坪井良行会長エレクト、山形剛幹事、清水紀
楊子事務局員の５名が出席しました。
前半は全体会で地区補助金の申請･報告方法やグロ

ーバル補助金についてなどお話があり、次に分区別の
協議会が行われました。

分区協議
会では、第
２分区Ａの
司会進行役
を髙森委員
が、アドバ

イザーには山田邦子ガバナーエレクトが務めて下さ
り、桐生４ＲＣの地区補助金事業の進捗状況や次年度
実施のプロジェクト案について報告しあい、お二人か

ら貴重なアドバイ
スを頂きました。
その後、再び全

体会を行い、Ｒ財
団アドバイザーの
牛久保哲男パスト
ガバナーから講評
を頂いて閉会とな
りました。

木村綜合法務事務所

司法書士･行政書士 木村明宣

桐生市境野町6-52 7 - 3

℡０２７７－２０－１７１７
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新木年度第２回ゴルフコン ペ
新木年度第２回ゴルフコンペを１１月２日(土)つつじ
ヶ丘カントリー倶楽部で開催しました。当日は天候に
恵まれてゴルフ部員１５名が参加しました。
その優勝カップ授与式を１１月１５日の例会で行いま

した。結果は下記の通りです。

優 勝
野村 滋 君

準優勝
中里 和子君

第３位
江原 利夫君

スタート前に
参加者全員で

チハヤチャリティゴルフコンペに参加協力
社会奉仕活動として、毎年チハヤチャリティゴルフ
コンペに参加協力ならびに協賛を行っています。
今年度は１１月１４日(木)に太田双葉カントリー倶楽

部で開催され、当クラブから８名(中野幸三郎君､下井
田秀一君､塚本貢君､青山豊君､野村滋君ご夫妻､中里和
子君､堀江絹子君)が参加しました。
堀江君はじめ皆さん好成績を納められたそうです。

新木会長から野村滋君へ優勝カップ授与
野村君は10月5日同ゴルフ場にて
ホールインワンも達成されました

第２分区Ａ新会員セミナーに出席
今回が初めての試みで、第２分区Ａ新会員セミナー

が１１月１４日(木)午後６時から桐生プリオパレスで開催
されました。
研修リーダーは地区研修副委員長の松島宏明君(桐

生ＲＣ)が務め、各クラブの会長幹事、クラブ研修リ
ーダー、入会３年未満の会員さん対象との事ですが、
一般会員の参加も呼び掛けて総勢４０名(桐15､南4、西9、
赤城12)が参加しました。当クラブからは新木明夫会長、
山形剛幹事、唐澤雅弘君、越塚ひとみ君、中里和子君、
清水重昭君、新島健介君、堀江絹子君、木村明宣君が
出席しました。
研修会後は、懇談･名刺交換会が行われ、有意義で

楽しい集いでした。

《次例会予告》

１１月２９日(金) 家族会合同職場訪問

集合場所 桐生プリオパレス、 集合時間８：３０ 出発８：４５

宗教法人 延命寺

代表役員 河 内 良 範

桐生市川内町5 - 1 8 3 1

℡０２７７－６５－６７７９

大間々高校インターアクトクラブ
みどり市民 スポーツフェスティバル に協力

１１月１７日(日)みどり市民スポーツフェスティバル
が桐生大学グリーンアリーナで開催され、当クラブか
ら河内良範理事が、大間々高校インターアクトクラブ
からは顧問の網中夏子先生のご引率のもと、たくさん
のＩＡ生がボランティア参加して下さり、色々なお手
伝いを担って下さいました。

㈱ 藤 井 経 営

常務執行役員 小 林 惠 司

伊勢崎市宮子町 3 2 2 0

℡０２７０－２５－７６９６


